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Fig.1 Catoptria nana OkAnNo 
pseudodiplogrammus OkANo (1.2cm.) 
(1.2cm. ) 


mazima Inouvug (2.8cm. ) 


Fig.7 Saronaga japonica Okano (1.7cm. ) 


(2.7cm. ) 
(2.3cm. ) 


inezacta uniformis WARREN 


(Forewing length 1.1cm.) 


Fig.4 Platytes ornatella LEcg (0.8cm.) 


Fig.9 Lophopteryz kuwayamae MATsuwURA 


大 Vo.XV 





Fig.2 Catoptria 


Fig.3 Calamotropha brevistrigella CARADIA 


Fig.5 Macrauzata mazima 


Fig.6 Lithocaris mazima LEEcH (3.0cm.) 


Fig.8 Pheosia fusiformis MaTsUMURA 
(1.7cm. ) Fig.10 Gadirtha 


Fig.11 Apatele catocaloidea GRAEsER (2.2cm.) 





農 瀬 


他 山 の 石 9 


太郎 り 


Lessons from Here and There (23) By Taro IwAsg 


(23) Riodinidae シジミ タテ ハ 科 の 食 草 と 密 腺 : こ 
の 科 の 幼虫 と 販 に つい て は , 他 山 の 石 C て 8 ), 1954 に 僧 
単に 紹介 し て 以来 10 年 , イ ンド, 北ア メリ カ , 南ア メ 








1) 東京 都 文 京 区 湯島 新 花 町 4 


千 


] 


リカ (プラ ジル , ウル ガイ , アルゼンチン) な どの 次 
料 を 少し ずつ 見 る こと が 出来 た の で まとめ て お く . 
イン ド で の 食 草 (主として SsyAsropuro に よる ) 
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1. Zemoros flegyas indicus FRUSTORFER は Maesa 
chisia Don, M. montana (イズ セン リョ ツウ 属 , ヤ 
ブ ュ ウッ ジ 科 ). 卵 , 幼虫 は 単独 性 

2. Dodona ouida MoosE は Maesa chisia, 卵 , 効 
虫 は 集合 性 

3. の . adonira HEwrrsoN は Maesa chisia 

4. Abisara fylla DousrEpAy は Maesa chisia 
な お D. eugens (シジミ タテ ハ ) は 食 草 タケ と い 

われ て いた が , Cosssr (マレ ー) に よれ ば , や は り 

Maesa で ある . し か し Barrgy は ネ ペ ー ル で 母 虫 が 

昔 の 木 の 様 な 茎 Woody stalk に 産卵 し た と 記し て 

いる . A. echeris (オキ ナ ワ シジミ タテ ハ ) も 食 草 は 

ヤブ ュ ウ ジ 科 の Embelia と Ardisia (=Bladhia) ( モ 

クタ チバ ナ 属 ・ ア マミ ウラ ナミ シジミ の 食 草 ) で ある 
北ア メリ カ で の 食 草 (主として EmRricg に よる ) 

1. Apodemia nais EpwARps は Praunus (野生 の ス 
モモ , バラ 科 ) 

2. A. palmeri EpwAsps は Beloperone californica 

( コ エ ビ ソウ ツウ 属 , キツ ネ ノ マ ゴ 科 ) 

3. A. mormo FErLpER et FErpgs は Atriplez, 
Eriogonum (共に キク 科 ) 

4. Calephelis wrighti Horranp は Bebbia juncea 

(キク 科 ) 

5. C. muticum McArprNE は Cirsium muticum 
(アザ ミ 属 , キク 科 ) 

6. C. borealis GRors et RoprNsoN は Senecio 
obovatus (サワ ギク グ 属 , キク 科 ) 

7. C. nemesis EpwAsps は Clematis drummondii 
(セン ニン ソウ 属 , キン ポ ウ ゲ 科 ), Baccharis 
glutinosa (キク 科 ) 
南ア メリ カ で の 食 草 (主として CosraA LiwA。 

BrgzaANko に よる ) 








1. Euselasia eucerus Hrwirson は Psidium cattle- 
ianum (バン ジロ ウ ), Eugenia uniflora L. (フト 
モモ ) (共に フト モモ 科 ) 

2. E. euboea HEwrrsoN は Stenocalyz pitanga 
BEse. (フト モモ 科 ) 

3. Emesis mandana CRAwER は Ficus cgzzcg L. 

(イチ ジグ ク , クワ 科 ), Ricinus communis し 。 (ヒビ 
マ , トウ ダイ グ サ 科 ). アリ と 共生 . 
4. Anatole (=Napaea) nepos Fasricius は Oncidi- 


TO 


GA ( 25 ) 














Hamearis susanae ORFILA 
(BousourN より ) 


uu crispum Lopp., O. pumilum LNpr. (ラン 科 ) 


5. Hamearis epulus signata SriciELl は Vicia 
graminea (マス 科 ). アカ カミ アリ Solenopsis と 
共生 . ヨー ロッ スパ 唯一 の シジミ タテ ハ RH. lucina 

の 食 草 は サク ラ ソ ツウ 科 

6. H. campestris BArgs は Licania rigida (ブラ 
ジル 名 oiticia) (バラ 科 ) 

7. 万 . susanae Orriva は Asclepias campestris 
DgscArsNE (トウ ワタ 届 , トウ ワタ 科 ). オオ アリ 
Camponotus puntulatus Mayr. と 共生 
密 腺 の 所 在 ベ べ ノ ス ・ ア イレ ス 州 で の 観察 に よれ ば 

妃 . szsgzge の 幼虫 は , 終 令 (5 令 ) で 体長 20.2 ミ リ , 

最大 巾 5.05 ミ リ 。 頭巾 2.05 ミリ , ワ ラジ ュ ムシ 型 で あ 

る . 前 胸 に 剛毛 を 持ち , その 中 に 1 対 の 杉 棒状 の 突起 
( 図 中 1) が あり , また 第 8 腹 節 に も 1 対 の 伸縮 突起 
( 図 中 2 ) が ある . と も に 透明 な 液 を 出し , オオ アリ 

が 好 ん で 集 る が 体 表 全面 か ら も 液 は 分 泌 す る らし 

い . 年 3 回 発生 , 遇 越 冬 . 上端 は 食 草 ト ッッ タ の 根本 。 

OE NR 

14.5 ミ リ , 巾 4.7 ミ 卵 も 食 草 の 茎 に 塊状 に 産 付 さ 

a 直径 0.75 ミ リ . 
(FErNAND Bourauix に よる ) (18/ ル 1963) 
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